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は　 じ　 め　 に

昭和58年度に始まった当センター所有の「しんかい2000」による深海調査研

究は，年を追って充実し，昭1【】63年度末には同年の調査 潜航回数50 回 を加え

て，通算385 回（内調査潜航253 回）の潜航を数えるlといたった。

本報告書は，昭和態3年12月に開催された第５回「しんかい2000」研究シンポ

ジウムにおいて発表された成果を33篇の報文にとりまとめ，お届けするもので

ある。

「しんかい2｛｝00」による諸研究は，我が国近海において 幾多の新知見をもた

らしており，深海潜水調査船のすぐれた有用性が実証されつつある。

一方，「しんかい650D」の建造は順調に進み，本年度内には当 センターへの

引渡しが行われ，相当期間の訓練潜航の後に，正式な調査潜航に移行する見込

みである。

本船が戦列に加われば，我が国の深海調査研究は飛躍的に充実することが期

待され，当センターとしても，鋭意その運航体制の整備を図りつつあるところ

である。今後の海洋研究開発のため関 係各位の一層の御支援を，本誌上を借り

お願い申しあげる次第であります。

平成元年９月

海洋科学技術センター

理事　 中　戸 弘 之
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